
選三育成計画の立案 

ティナ・サープ 

ジュニニプレーヤーのために育成議画を立てることは， 目標への道筋を明確にするうえで重 

要なこと13す。計画は書面でフレノーヤーに見せられるようにしましよう。以下に述べる指標を 

基に、良しI計画を立ててください。 

、 

プレーヤーの選出 

育成計~可は、特別なもので了。あなたの 

指導して、る生徒の可能性を号えまノょう。 

上を目指ノたいと思っているプレーヤーに 

とって、 手成計画は有用なもつです 設定 

された目j 頁達成のためには努りを惜ノまず、 

貢任を持ソてやりこなせそうよプレーヤー 

を選びま1ノょう。 

チーム・リーダーの決定 

チーム リーダーの役割が錠となります。 

プレーヤーと時間を共にし、 ／ッスンや、 

練習や、 i 七合への移動や費用D捻出をする 

役割を寿）ています。特にコ ーチの下在時 

に、プレーヤーの精神面、栄圭面、 コンデ 

ノショニ／グのサポートも行うのです。 こ 

う考える ン 親がその役割を旦うことが自 

然です。 J ーダーの役割を明・雀にすること 

で、プレーヤーの育成の過程こおいて、矛 

盾無く献」シ的な協力を得ることがで言’ます。 

プレーヤーの評価 

プレーャーが現在、攻撃的こースライン 

プレーヤーであるのか、サーブ＆ボ／ーヤ 

ーである（）か、カウンターパソチャーであ 
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るのか オールコートプレーヤーであるの 

かを見極めましC．う。プレーヤーがどんな 

プレースタイJレを目指したいのか、本人の 

意見を聞き、話し合って、長所と欠点、身 

体的侍性、性格を見極め、プレースタイJレ 

決定D判断材料を揃えましょう。 

長期的展望 

プレーヤー自身、将来どんなプレーヤー 

になりたいかを訣めなければいけません。 

どんなプレーヤーを見習いたいのかを聞き、 

その目標に向けて、プレーヤーとコーチは 

協力しあってゆくのです。しっかりとした 

計画を立てる上で、プレーヤーの長期的な 

展望がはっきりぐ：していることが重要で、 

これなレでは明確な目標の設定はできませ 

ん。 

プレースタイル 

現生はどんなプレースタイルなのでしょ 

うか〕 どんなパダーンを身につけなければ 

ならないのでしcI うか。例えば、攻撃的な 

ベースラインプレーヤーであれば、ストレ 

ート，逆クロス、逆クロスの応用を何時ど 

のように使ったらよいかといったことにつ 
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いてしフうりと理解していなナればなりま 

せん。カ7 ンターパンチャーであれえ 相 

手の逆ク」スのフォアバンドて対抗するた 

めには、 1 そ定したバックノ、ンドのス×レー 

トが打て又ければなりません サーブ＆ボ 

レーヤー了あれば、それぞれI-)サーブに対 

了る確率【）高いリターンのコースや それ 

に対して．ミレーの目標はどここ置くう、を理 

解レてい・う必要があります。 コーチま、プ 

レーヤーn）力量にあった方策を考えなけれ 

ばなりまJトん。 

何が必要；~、 

コーチは、プレマヤーにとフてどZLIな戦 

術が必要】八を理解していなけ‘tばな0 ませ 

ん。プレーヤーのゲームスタノルに今わせ 

た、ゲーZ パターンの練習を妊めましよう。 

低年齢のうちにフォアハンド・グラクンド 

ス、ロー‘7やオーバーヘッド手の武暑を身 

につけるk うにしましょう。今や、12 歳 

以下のカ’ニゴリーでも何か武得を持フてい 

なけれし灘，てません。 

技術的にどこに問題があるDかを整理し 

ましょう／プレーヤーは自分ド使える技術 

でレか勝ほできません。コー＝がプ／ーヤ 

ーの技術I『での変更を考える散 そ7)信頼 

と協力がI う要です。プレーヤーには 今の 

技術の限Fはどこにあり、変乏する二とで 

どんな恩康が得られるのかを喝確に党明し 

ておく必：昌があります。今の支術を更える 

というよ）も、重要で新しい支術を旧える 

という考／ー万で理解させるとよいでl よう。 
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感情面・心理面のサポート 

試合の時の様子だけではなく，練習に対 

する敢り組み方を観察レましょう。プレー 

ヤーは.試合でう）れ練習であれ、安定した 

精神犬態を保てそようになるべきです。 

年間計画 

年斐の試合の二定を立てましょう。こう 

するニとで、既に設定した目標に合わせた、 

それぞれの試合に向けた準備が可能となり 

ます 

レッスンや、ヒッティングの時間や、練 

習試合や、ウェノトトレーニングや、コン 

ディショニングについて整理して書き出し、 

コーチがコート上のことを管理し、チー 

ム・リーダーがコート外のことを管理する 

のです。 

身体の成長 

成長の様子をジ価し、現状を把握しまし 

ょう） トレーニングの専門家にプログラム 

をしてもらった万がよいか、食習慣はきち 

んとコントロールされているだろうか、栄 

養のとりかたについて栄養士に相談をした 

方がよいだろうか等、プレーヤーを総合的 

に育てて行く上で考えなければならない事 

柄ですぐ 

目標の設定 

プレーヤーとジーム・リーダーと共に、 

戦術面、技術面、体力面、心理面について 

の長期、 にF期、短期の目標を設定しましょ 

う。実践可能で、結果を出すのが難しくな 



い内容にーることが大切です。 

実践可 旨な昌標の設定は自言につながり 

ます。丙．早は、数ケ月蛍位でえ直しをしま 

了。結果三出すのに時間がかう、るような目 

標を設定、トると、フラストレーションが募 

ります。 プレーヤーのカ量に=わせ 実践 

し易く、 lつ達成可能な目標2)設定ド必要 

です。 

最後に 

あなたが指導しているレベルの高いそれ 

ぞれのジニニアのために育成計画を立てる 

ことは、彼らを戸てていくうえで重要なこ 

とです。こういンた試みは、プレーヤーと 

コーチ双方に実行する価値があるだけでな 

く、 お互いの成羽につながるでしょう。 
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